
1. 事業の経緯
（1）背景
　我が国の生産量と輸入量を合わせた2019年の消費量
596,854トンのうち、国産品は550,925.2トン、外国産は
45,929.0トンであり、外国産の内訳は、ハム・ベーコン類が
9,363トン、ソーセージ類が36,566トンで、消費量に対する外
国産のそれぞれのシェアは、ハム・ベーコン類が3.8％、ソー
セージが10.3％となっている。
　主要輸入国を見ると、ハム・ベーコン類はイタリア（3,196

トン）、タイ（2,153トン）、ソーセージ類は、中国（10,620ト
ン）、アメリカ（9,299トン）、タイ（6,189トン）、ブラジル（6,063
トン）となっている。
　なお、ハム・ベーコン類の輸入製品の内訳は明らかではな
いが、生ハムがその多くを占めていると考えられる。
　このような中、日EU・EPA等の発効により食肉加工品の
関税は段階的に撤廃されることとなり、欧米からの食肉加
工品の輸入量はさらに…

業界をめぐる動き
 ・4月役員会の開催について
 ・「FOODEX JAPAN 2021・第45回食肉産業展」開催
 ・支部だより～東北支部だより～
 ・関係省庁からの情報提供などについて（会員組合員宛配信情報）
 ・食肉科研（KAKEN）コラム ＃69
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～2021年農業アウトルック・フォーラムから～

5
2021 MAY
No.851

日本食肉加工情報
CONTENTS

定期購読のお問い合わせ

一般社団法人日本食肉加工協会　日本ハム・ソーセージ工業協同組合　総務部

TEL：03-3444-1211　FAX ：03-3441-8287　E-mail：ask＠hamukumi.or.jp

毎月1回発行

内容をちよっと読み

続きは定期購読で！

海外食肉加工品の品質評価
（日本ハム・ソーセージ工業協同組合からの委託事業（2020年度））

◉特　集　2
米国農畜産業の展望
～2021年農業アウトルック・フォーラムから～

海外食肉加工品の品質評価
（日本ハム・ソーセージ工業協同組合からの委託事業（2020年度））

一般社団法人 食肉科学技術研究所

特集1  
SPECIAL
EDITION


